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１ 東海村第６次総合計画の現状

取組の柱
（以下，政策・施
策が紐づく）

運 用 体 系

【見直しのポイント】 指標設定をしていないこともあり，数値での進捗管理には労するところがある。また，実施計画のローリング

方式による見直しは，他自治体でも取り入れているものではあるが，時代のニーズが加速する中，どうしても，実態に合わないこ

ともあり，策定に「後付け感」が発生してしまう時もある。さらに，アンケート等は次の計画策定時のみに留まっている。



２ 策定における新たな発想と展開

（１）ミッション・ビジョン・バリューの考え方を取り入れる

（２）簡素でわかりやすく，「柔軟」な計画とする

（３）指標の設定と広聴等を強化する

（４）総合計画の的確な運用を目指す

●ミッション（村が果たすべき使命・目的），ビジョン（村が組織として実現したい未来・将来像中期的な目標），バリュー（住
民・企業・行政等が持つ行動基準 思考や行動の指針）を明確に示し，村民とビジョンを共有。経営層が中心となって議論して
いく。
●また，指標の設定と広聴等の強化により村民ニーズに柔軟に対応し，形骸化を防ぐ。
●そして，的確な運用により，進捗管理をしっかり行うことで，達成度を明確にする。



３ 次期総合計画の体系のイメージ

１ Mission ミッション
（村が果たすべき使命・目的）

２ Vision ビジョン
（村が組織として実現したい未来・将来像中期的な目標）

４ Value バリュー
（住民・企業・行政等が持つ行動基準・思考や行動の
指針）

３ ビジョンに紐づく計画
（実施計画又は実施計画にかわるもの）

１・４ 総合計画が改められて
も改変されない（改変されにく
い）もの

２・３ ビジョンを変えていくこと
で，中期的に目指す姿は変化
する。

紐づくもの

１～４ をもって総合計画（名称も考慮する点）とする。

注）１・２は計画に
書込む。４について
は検討。３は計画本
体には含めない。

注）指標（KGI，KPI）
の適切な設定。


